
令和５年度シラバス 

教 科 科   目 単位数 履修学年・クラス 

公 民 現代社会 ２ ３－１～３－７ 

１．学習の到達目標 

１ 進学対応のための基礎力の充実を図り、一般常識内容の理解を深める。 

２ 現代社会の諸課題について，政治・経済・社会・文化・倫理などさまざまな観点から探求し，時事的な

問題を切り口に，現代社会に対する興味・関心を高める。 

３ 現代社会について多角的な視点から考察させるとともに，現代社会と自己との関わりに注目させ，いか

に生きるかを主体的に考えさせる。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１

学

期 

第１部 わたしたちの生きる社会 

第２部 現代の社会と人間 

 第１章 青年期と自己形成の課題 

１ 現代社会と青年の生き方 

２ よりよく生きることを求めて 

 第２章 日本国憲法と民主政治 

  １ 民主政治とは 

  ２ 日本国憲法の基本原理 

  ３ 日本の政治機構 

  ４ 現代政治の特質と課題  

・地球温暖化、酸性雨、森林の破壊、オゾン層の破壊等

地球環境問題について説明し、私たちが取り組まな

ければならない課題について考えさせる。 

・現代社会の特質や青年期の意義について理解させ，

自己形成の課題として問題をとらえ，主体的にいか

に生きるかを考えさせる。 

・国会の改革，司法制度改革など，新鮮なテーマや教材

を活用し興味や関心を高めるようにする。 

 

２

学

期 

 第３章 現代社会と法 

  １ 現代社会と法 

 第４章 現代の経済と国民福祉 

  １ 経済のしくみ 

  ２ 変化する日本経済 

     

 

・選挙権年齢が１８歳になったのをきっかけに選挙の

意義、仕組みを説明し、選挙に関する関心を高める。 

・現代経済の問題を中心的に教え，その問題の理解を

深めるために経済理論や歴史的経緯を活用する。 

・公定歩合の変動に関するグラフを，具体的にプラザ

合意後の景気変動と関連させて考えることができる

ようにする。 

 

３

学

期 

第５章 国際社会と人類の課題 

  １ 国際政治のしくみと動向 

  ２ 国際経済のしくみと動向 

   

・授業で積極的に国際関係に関する新聞記事を取り上

げ国際経済や国際政治へ興味や関心を抱かせる。 

・世界人権宣言に触れ、人権と戦争についての意識を

高める。 

３．評価方法・評価の観点 

評価方法 考査、ノートなどの提出物を含む授業態度を加味して評価する。 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

社会と人間にかかわ
る事柄に関心をもち、
民主的・平和的なより
よい社会を追究し、人
間としての在り方生
き方についての自覚
を深めようとする。 

社会と人間について
広い視野に立って多
角的、多面的に考察す
るとともに、社会の変
化に的確に対応し、適
切に判断する。 

様々な情報に適切に
対処し、諸資料を主体
的に選択し活用する
とともに、それらの過
程や結果を的確に表
現する。 

現代の社会的事象と
人間としての在り方
生き方とにかかわる
基本的な事柄を理解
し、知識を身に付けて
いる。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 現代社会 (東京書籍) 

副教材 現代社会ワークノート（東京書籍） 

 


